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ISO/TC 127/SC 1/WG 10（ISO 8643土工機械―油圧ショベル及び 
バックホウローダの（作業装置）降下制御装置―性能基準及び試験方法）

2014年 9月イタリア国ボローニャ市国際作業グループ会議報告
標準部会 ISO/TC 127 土工機械委員会国際専門家（Expert）

富山　誠剛（コマツ）

2014 年 9 月に国際標準化機ߏ *4O のઐ໳ҕ員会
5C‌127（土工機械）ࡿ下の国際作業άループ *4O/
5C‌127/4C‌1/8(‌10（*4O‌8643 土工機械ʕ֎෦΁の
事項）会ٞがイタリٻ手ॱ及び要ݧࢼ報装ஔʕࣨ内ܯ
ア国Ϙローニャࢢで開࠵され，協会標準෦会 *4O/5C‌
127 土工機械ҕ員会から国際ઐ໳Ո（&Ypert）として
出੮の෋ࢯࢁの報ࠂを঺հする。

1．会議名ɿ*4O/5C‌127/4C‌1/8(‌10 国際作業άル‌
ープ会ٞ
2．開催日ɿ平成 26 年 9 月 29 日（月）ʙ 30‌日（Ր）
3．開催地ɿイタリア国ϘローニャࢢVaMJe‌AMEo‌.oro‌
64‌5orre（5ower）1,‌8 ֊（イタリア土工機械工業会
CO.A.O5&3がॴଐするイタリア೶業機械工業会連
߹'&D&36/ACO.AのϘローニャ事務ॴがॴࡏ，コ
ンϏφーの PaoMV[[J ത࢜のॴଐのC/3�*.A.O5&3
イタリア学術会ٞ � ೶業機械建設機械ڀݚॴの͋る
'&33A3Aからも近い）
4．出席者ɿイタリア6/*（イタリアن格協会）4名ɿ
Dr.‌3oCerto‌PaoMV[[J，.r.‌AntonJno‌Bonanno‌（C/3�
*.A.O5&3），.r.‌-oren[o‌3oTTJHnoMo（C6/A イ
タリアࣗ動ं技術会），.r.‌(JorHJo‌(aroGanJ（C/H‌
*nEVTtrJaM）， ถ 国 A/4*‌2 名ɿ.r.‌CharMeT‌CroweMM‌
（CA5&3P*--A3），.r.‌4teWe‌/eWa（ేࢁ BoCcat），
ӳ 国 B4*‌2 名ɿ.r.‌DaMe‌CamTeMM（+CB），.r.‌*an‌
5ate（,O.A546‌6,），ドイπ国 D*/‌2 名ɿ.r.‌
.atthJaT‌(roer（D*/‌,O.A546‌HanomaH），.r.‌
8erner‌3VG（-JeCherr），日本 +*4C‌2 名ɿా த݈ࢯࡾ，
෋ࢁ੣߶ࢯ（,O.A546），計 12 名
・  ISO 8643改正 PLプロジェクトリーダー兼 ISO/TC 

127/SC 1/WG 10コンビナー（主査）ɿલ記3oCerto‌
PaoMV[[J ത࢜
・幹事ɿલ記 -oren[o‌3oTTJHnoMo ࢯ

֓要ɿ*4O‌8643�+*4‌A‌8321 現行版は油圧ճ路に
ഁ損などが生͡た場߹にམ下଎度を੍御するブー
ム߱下੍御装ஔの要ٻ基準などをن定している
が，アームにもద用ൣғを֦大する改ਖ਼を検౼，
平成 26 年 3 月の౤ථでর会ݪ案 *4O/D*4‌8643
が一度ঝೝされたが，案文にޡりが多く技術的指
ఠも多਺༗り，一ؾに最ऴ国際ن格案'D*4 ΁ਐ
めるのはݟ送られ第ೋ࣍D*4 ΁と移行すること
となって，国際作業άループ *4O/5C‌127/4C‌1/
8(‌10 をট集することとなり，第一࣍ *4O/D*4‌
8643 に対する各国意ݟについてٞ࿦。

5．審議内容ɿॏ要点のみൈਮ。1），2）については
プレθンテーションを通͡て主ுを行った。
1）試験負荷について （細分箇条 5.1 試験用機材）
現行の *4O‌8643:1997 とൺ΂ݧࢼෛՙॏ量・࣌ݧࢼ
Ϟーϝントの৚݅が下記の通り変更になったため，ݩ
に໭すようఏ案した。
ෛՙ࣭量ɿ（現行）定格௻り能ྗのݧࢼ‌‌・ 50 ʶ 10ˋ
˰（改訂案）55 ʶ 5ˋ
Ϟーϝントɿ（現行）定格௻り能ྗが発生す࣌ݧࢼ‌‌・
るϞーϝントの 50 ʶ 10ˋ˰（改訂案）60 ʶ 10ˋ
日本からのఏ案
ෛՙをॏくする理༝が໌示されていなかったたݧࢼ‌‌・
め，理༝の໌֬化を要ٻ。
・‌‌ෛՙॏ量とϞーϝント৚݅がҟなっていると৚݅が
ฆらわしいため，྆৚݅౷一，かつ現行標準とಉ一
஋の 50 ʶ 10ˋ設定をఏ案。
ٞ࿦݁果
・‌‌ެ ࠩʶ 10ˋはऀݧࢼ毎にՙॏ৚݅が大きくҟなっ
てしまうためにڐ容できͣ，ʶ 。定نˋ5
・‌‌ෛՙॏ量・࣌ݧࢼϞーϝントを現行と上ݶは変わら
ない 55 ʶ 5ˋで౷一。

2）  吊荷落下変位量・落下速度計測要機材について（細
分箇条 5.1 試験用機材）
改訂案ではストップウΥッνとスケール（定ن）の
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使用可の記載が削除され，これまでは可能で͋ったス
トップウΥッν・スケール法（ن定ߴさをམ下するඵ
਺を計ଌし，௻ՙམ下଎度を計算してٻめる方法）が
用いることができなくなった。
使用可能な計ଌث具
・（現行）ストップウΥッν�スケール
　‌‌˰ （改訂案）Ԗ௚方޲変Ґをؒ࣌に対してαンプリ
ンάप೾਺ 10 H[ Ҏ上・500 mm/T ʶ 5ˋਫ਼度で計
ଌできるث具
日本からのఏ案
・‌‌ストップウΥッν・スケール使用可の࠶記載を要望。
ٞ࿦݁果
・‌‌*4O9248（1992）でن定されるਫ਼度をຬ଍するݶり
ストップウΥッνとスケールの使用をڐ可する文ݴ
を஫記に௥Ճ。
・αンプリンάप೾਺ 10 H[ 要ٻは削除。
3）  信号回路 signal lineの定義を明確化（箇条 3用語
及び定義（への新規追加））
৴号ճ路の定ٛがෆ໌֬と指ఠが͋り，下記の通り
に定ٛされた。
・‌‌৴号ճ路とは，ं体Ϟニタリンάセンα（圧ྗセン
α）などに通͡るճ路を意ຯする（図─ 1─①）。
・‌‌৴号ճ路とݺশするとࠞಉしқいが，ύイロットճ
路（図─ 1─②）とはҟなるので஫意が必要。

৴号ճ路がଘࡏする場߹は，シリンダؒのಉظճ路
ຢは৴号ճ路のݧࢼ（改ਖ਼案のࡉ分Օ৚ 5.3.6，現行
版のࡉ分Օ৚ 5.7）にैいഁ損シϛュレートݧࢼが必
要。
4）  破損シミュレーション装置の内部リーク試験の追加
（改正案の細分箇条 5.3.2（現行版とは番号付け替え））
・‌‌ഁ 損シϛュレーション装ஔࣗ体の内෦࿙れ量֬ೝࢼ

。が௥Ճされたݧ
，৚݅は機械にシϛュレーション装ஔを装ணしݧࢼ‌‌・
௻ՙঢ়ଶで装ஔを開์せͣに油リーク量が 10 M/mJn
を௒͑ないかをௐ΂る。

5）  作業機姿勢の明確化（改正案の細分箇条 5.3.3～
5.3.5 （現行版とは番号付け替え））

・‌‌อ持Ґஔ，上͛動作，下͛動作ؒの࣌ݧࢼの作業機
࢟੎についてブーム・アームを最大リーνになる࢟
੎でݧࢼ実施するようن定された。

6）  シリンダ間の同期回路又の要求基準見直し検討（改
正案の細分箇条 5.3.6（現行版とは番号付け替え））

・‌‌現行標準の要ٻ基準が機械αイζに関わらͣ一཯，
シリンダ当たりの油リーク量が 10 M/mJn Ҏ下とن
定されているが，全ての機械αイζでこの判定基準
をຬ଍するのは೉しいという意ݟ༗り。
・‌‌また，要ٻ基準を油のリーク量でن定するのではな
く，௻りҐஔのԖ௚方޲の߱下଎度でن定す΂きで
はないのかという意ݟもでた。
ここで
1ɽ機械αイζ毎に要ٻ基準を変͑ること
2ɽ‌‌要ٻ基準を油リーク量だけでなく௻りҐஔ߱下଎
度でن定すること

を考ྀし，࣍に示す॓題事項が出された。

6．宿題事項ɿ平成 26 年 11 月 28 日までに下記内容
をௐࠪし，コンϏφーに送෇すること。
・‌‌（改ਖ਼案のࡉ分Օ৚ 4.1.8，5.3.5.4‌の）ಉظճ路のࢼ
をブームシリンダについて実施した上で機械αイݧ
ζ毎の要ٻ基準をఏ案すること。アームシリンダಉ
ճ路についظճ路については，ブームシリンダಉظ
てௐࠪしたޙに，検౼する。
஫意点ɿ現行 *4O‌8643:1997 と改ਖ਼案とでは下記のよ
うにݧࢼ方法がҟなる。現行ن格でなく，改ਖ਼案にै
いݧࢼを実施するよう஫意すること。
・‌‌変更点ɿコントロールόルブのҐஔが（現行）上͛
อ持˰（改ਖ਼案）த立‌に変更されている。
・‌‌ఏ案基準ɿ下記の 2方法でఏ案すること。機械αイ
ζも併記すること。
　・‌‌油リーク量でن定　例）シリンダ当たりの油リー
ク量は 10 M/mJn Ҏ下。

　・‌‌௻りҐஔの߱下଎度でن定　例）௻りҐஔのԖ௚
方޲の全߱下量が 10 ඵؒで 100 mmを௒͑ては
ならない。

7．所感ɿॳめて *4O の8(ϛーティンάに参Ճし
12 ਓとগないਓ਺でن格がܾまっていくことにڻき

ᶃ৴߸ճ࿏ɿंମϞχλϦϯάηϯαʢѹྗηϯα౳ʣʹ௨͡Δճ࿏
ᶄύΠϩοτճ࿏
ᶅۀ࡞機ૢ࡞ห΁௨͡Δճ࿏
ᶆηϑςΟόϧϒ͔ΒλϯΫ΁௨͡Δճ࿏

ਤᴷ �　མԼ๷ࢭห　ུ֓ਤ
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を֮͑た。また，プレθンテーションは意ݟを఻͑る
のに非ৗに༗用で͋ると͡ײた。事લ準備を行い，ݴ
༿だけでなくデータをఴ͑て説໌することができたた
め，主ுがडけ入れられやすかったと思われる。ࠓճ
ٞ会のૣいஈ֊でプレθンテーションをすることがで
きたことも༗利に働いたのではないだΖうか。具体的

な理༝と共に意ݟを主ுすれ͹डけ入れられるため，
نをしっかりとड़΂てݟ格ができるલから日本の意ن
格に൓өさせることがॏ要だと͡ײた。

8．次回開催ɿະ定
‌




